
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
２款 総務費

１項 総務管理費 東京本部（03-5212-9077）

９目 県外事務所費〈地方機関計上予算〉 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

「鳥取いいとこ、

来てごしない」推進 1,163 1,246 △83 1,163

事業

トータルコスト 3,649千円 （前年度 3,530千円）

従事する職員数 正職員：０．３０人

主な業務内容 地域学講座の開設、シンポジウムの開催、大学との連絡調整

説 明

１ 事業の概要

首都圏の大学における近隣県との連携地域学講座の開設やシンポジウム開催への協力を通じて、本

県の歴史、文化、観光等の情報を発信し、認知度向上を図る。

また、山陰文化観光圏をはじめとする広域観光ルート整備の促進を図るため、地域学講座に連動し

た現地視察旅行を企画し、本県への誘客を図る。

２ 主な事業内容

（１）地域学講座の開設と現地視察の実施（継続）【672千円】

隣県の島根県、岡山県と連携し、共通テーマによる地域学講座を開設するとともに、テーマに

即した現地視察旅行を企画して地元への誘客を図る。

（ア）島根県との連携講座開催（新規）

山陰文化観光圏の整備促進を図るため、島根県との連携による地域学講座を開設し、あわせて

講座テーマに連動した現地視察旅行を企画する。

【想定テーマ】山陰の古代神話と古代史、山陰の弥生遺跡、出雲街道

【講座内容】講義２回、現地視察旅行（鳥取・島根）２泊３日

【講師】鳥取県、島根県から１名ずつ人選・派遣

【会場】東海大学

【定員】６０名～１００名程度

【開催時期】秋

（イ）岡山県との連携講座開催（継続）

広域周遊ルートの整備促進を図るため、岡山県との連携による地域学講座を開設し、あわせて

講座テーマに連動した現地視察旅行を企画する。

【想定テーマ】豊臣秀吉の中国攻め－鳥取城、備中高松城－、後醍醐天皇と鎌倉幕府倒幕

【講座内容】講義２回、現地視察旅行（鳥取・岡山）２泊３日

【講師】鳥取県、岡山県から１名ずつ人選・派遣

【会場】東海大学

【定員】６０名～１００名程度

【開催時期】秋

（２）相模女子大学との連携によるシンポジウム開催（継続）【491千円】

相模女子大学人間社会学部社会マネジメント学科の学生による「地域ブランド」研究の素材に

鳥取県（牧畜業、農林水産業、観光、町づくり等の情報）を提供し、研究発表やシンポジウム等

への開催協力を通じて、学生や地域住民に対する観光物産情報の発信を行う。

【研究テーマ】地域ブランド

【開催時期】秋
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